
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基礎［Ｉ］上（図４参照）に設置した２基（複数、最小２基）の（図１）の転動方式免
震装置が所定の重垂（重り）Ｗを装備した梁板［ＩＩＩ］で連結されている。又、基礎［
Ｉ］上の支承体［ＩＶ］の上に配置され、梁板［ＩＩＩ］の上部に位置する免震台座［Ｖ
］の懸垂弾性棒［Ｖ－１］は梁板［ＩＩＩ］の深孔［ＩＩＩ－１］内で滑合しつつ、免震
台座［Ｖ］と梁板［ＩＩＩ］が連係して揺れ、重力により元の位置に復元出来、更に基礎
［Ｉ］上の中央部で重垂Ｗと接する円弧凸球面状の弾性摩擦制動帯［ＶＩ］をもつ構造を
特徴とする転動方式免震システム。
【発明の詳細な説明】
【発明の属する技術的分野】
【０００１】
本発明は地震に対する免震装置で、戸建用転動方式免震装置の実用化のカギはトリガー機
構にあると言われている。本発明は転動方式免震装置の円錐凹面状転動面の頂点の凹曲面
曲率半径とボール半径との相関形成によるトリガー性能の創生及び平常時のボールの静止
状態の安定性、地震時の転動状態の良好性、更に人工錆（さび）による未然防錆処理等を
備える実用的転動方式免震装置を具体化しようとするものである。
【０００２】
又本転動方式免震装置を利用して、コストダウンと被免震構造物の揺れの調整作用をもつ
転動方式免震システムを提供するものである。
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【従来の技術】
【０００３】
転動方式免震装置は構造的にシンプルで全ゆる振動を許容出来、復元性に富み、最も優れ
た装置であるが、従来の技術（装置）はあまりにも形式的形状にとらわれて、本質的解明
が不十分のため、実用化の進展が見られず、製品が具体化されないのが実状である。
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
そこで転動方式免震装置が平常時の静止状態から地震発生、更に地震時、そして元の位置
への復元までの軌跡を現実的に見定めて解析し対処したところが本発明の特徴である。
【０００５】
ボールを包含して容易に滑合出来る滑合支承体で、ボールを介して円錐状凹面をもつ転動
支承体を支承するシンプル構造の転動方式免震装置において、重要条件は平常時の静止状
態の安定性（トリガー機能）で風圧等で容易に揺れないことが必要となる。更に地震時の
ボールの滑合及び転動の良好性を確保し、確実且つ、適確に機能すると同時に耐久性が要
求される。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明の意図は転動面中央部のボールとの接触曲面形状の創作により特定のトリガー機構
を別に付設せずに独自固有の安定度とトリガー性能を発生させようとするものである。
又本装置は長期的耐久性が現実的に必要であるので、未然防錆対策を考えなければならな
い。
【０００７】
本発明の転動方式免震装置を利用した新システムの提供により被免震構造物の揺れの調整
鎮静化とコストダウンを計らうとするものである。
【実施例】
【０００８】
図面により説明する。図１及び図２において
本発明の「固有トリガー機能を発揮する転動方式免震装置」は鋼製のボール（１）を包含
滑合する滑り支承体（２）と円錐状凹曲面をもつ転動支承（３）から構成される最もシン
プルな構造で、ボール（１）と滑り支承体（２）との接触面は極めて小さい摩擦係数をも
つ合成樹脂材又はオイルレスベアリング材等で構成されている。
【０００９】
平常時にはボール（１）は転動支承（３）の転動面頂点で静止状態にあるが風圧（又は弱
震も含めて）等の外力では動揺せず安定を保ち地震時には免震機能を発揮する必要がある
。
【００１０】
地震時に、ボール（１）は転動面をランダムに転動して、転動面頂点も通過するが、この
頂点通過の転動状態は最悪を極める点で、ボール（１）に重荷重が負荷している時は強い
衝撃を伴うこととなり、衝撃を和らげようとして、頂点を平坦（大きな曲面）化すれば安
定性を欠き、トリガー機能を失う。
【００１１】
そこで転動面頂点において、ボール（１）の「静止状態での安定性」又、「転動通過時で
の円滑転動性」の互いに背反する条件をクリアする頂点形状を確定しなければならない。
【００１２】
上記の背反条件を融合緩和して、転動支承（３）の頂点のボール（１）に対する接点形状
の詳細を図３で説明する。
図３はボール（１）が転動支承（３）の転動面の頂点の凹球面の曲率半径Ｒｃの接線角度
αからなる転動面頂点で接触静止した状態図である。
【００１３】
半径Ｒｂのボール（１）に対して、接線角度αからなる転動面をＲｂ転動面とするとＲｂ
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転動面の頂点凹球面の曲率半径はＲｂであるので、この場合はＲｃ＝Ｒｂとなり、ボール
（１）は最も安定性が高く、転動性も良好で理想的である。又、Ｒｃ＜Ｒｂとなると安定
性も転動性も良くない。一方Ｒｃ＞Ｒｂの場合は、転動性は良好となるが安定性（トリガ
ー性能）に欠ける。
【００１４】
実際の製作加工に当たり、完全にＲｃ＝Ｒｂの加工値の実現は困難であるのでＲｃ＞Ｒｂ
の条件下でＲｃをＲｂに限りなく近い頂点凹球面の曲率半径（Ｒｃ＞ＲｂでＲｃ≒Ｒｂ）
で加工形成した形状独自の固有トリガー機能を最大に近づけるのが現実的である。
【００１５】
免震装置の特性上、長期耐久性と機能の確実性が重要で、大敵は錆の発生である。本転動
方式免震装置では転動面と転動体（ボール）は未然防錆処理法を採用して人工的に四三酸
化鉄皮膜の均一平滑処理を特徴とする。
【００１６】
上記本発明の固有トリガー機能をもつ転動方式免震装置を応用して、コストダウンと地震
時の揺れの制震鎮静化を計った本発明の整振（揺れの調整化）転動方式免震システムを図
面で説明する。
【００１７】
図４は本転動方式免震システムの断面構造図で、基礎〔Ｉ〕上に設置した２基（複数、最
小２基）の前記請求項１の固有トリガー機能をもつ転動方式免震装置〔ＩＩ〕は所定の重
垂（重り）Ｗを装備した梁板〔ＩＩＩ〕で連結されている。
【００１８】
同じく基礎〔Ｉ〕上に敷設した支承体〔ＩＶ〕の上に配置されて、梁板〔ＩＩＩ〕の上部
に位置する免震台座〔Ｖ〕の懸垂弾性棒〔Ｖ－１〕は梁板〔ＩＩＩ〕の深孔〔ＩＩＩ－１
〕内で滑合しつつ、免震台座〔Ｖ〕と梁板〔ＩＩＩ〕を連係して、整振（揺れの調整化）
作用を発揮し、重力により元の位置に復元出来、更に中央部には基礎〔Ｉ〕上に円弧凸面
状の摩擦係の大きい弾性（ゴム等）制動帯〔ＶＩ〕は平常時の静止状態で、梁板〔ＩＩＩ
〕の中央の重垂Ｗの先端の凸曲面と接して、揺れの始動時のトリガー性を助長すると共に
戻り時の衝撃を緩和する構造を特徴とする転動方式免震システムである。
【発明の効果】
【００１９】
本発明の固有トリガー機能をもつ転動方式免震装置は別装備のトリガー機構を具備するこ
となく、独自固有のトリガー機能を創生すると同時に構造上の最簡潔化で、大幅なコスト
ダウンが実現できる。
【００２０】
又、本発明の転動方式免震システムは請求項１の転動方式免震装置の敷設数の減少でコス
トダウンが出来、被免震構造物に整振性を与える技術的効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】は固有トリガー機能をもつ転動方式免震装置の断面構造図。
【図２】は図１の下面図
【図３】は図１でボール（１）と接触する転動面頂点の凹曲面形状の詳細説明図
【図４】は請求項２の転動方式免震システムの断面構造図
【図５】は図４の上面図
【符号の説明】
（１）はボール、
（２）は滑合支承、
（３）は転動支承
〔Ｉ〕は基礎、
〔ＩＩ〕は転動方式免震装置、
〔ＩＩＩ〕は梁板、
〔ＩＩＩ－１〕は深孔、
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〔ＩＶ〕は支承体、
〔Ｖ〕は免震台座、
〔Ｖ－１〕は懸垂弾性棒、
〔ＶＩ〕は制動帯。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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